
岩手県教育委員会事務局
生涯学習文化財課 

令和元年度教育振興運動市町村担当者研修会
（Ｒ1.5.15） 

「令和元年度教育振興運動推進方針と重点的取組」 
                  について 
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これから本県がめざす「地域と学校の連携・協働」 

いわて型 
コミュニティ・スクール 教育振興運動 

 

◇ 既存の体制や取組を活用 

持続的な仕組みや活動として 
     さらに充実させていく 

◇ より適切で効果的な連携・協働 

放課後子供教室 

学校支援活動 等 
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各市町村・実践区 
で活用 

持続的な仕組みや活動として 
     さらに充実させていく 

令和元年度「教育振興運動」推進方針 岩手県教育委員会  



推進方針の説明に入る前に 

「教育振興運動」（略して『教振』）とは  

◇ 昭和40年に、県内各地で地域をあげて学力向上 のた 
 めの取り組み（読書運動など）を行ったのが始まりで、 
 以来、本県の教育水準の向上、 
 子どもの健全育成、家庭や地域 
 の教育力向上など、岩手県の教 
 育環境の整備充実に大きな役割 
 を果たしています。 
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◇ 教育振興運動は、学校、家庭、住民等が総ぐるみで、 

 地域の教育課題の解決に自主的に取り組む岩手県独自の 
 教育運動です。 



運動の特徴① 

◇ 子ども、家庭、学校、地域、行政の５者が、 

 それぞれの役割を果たしながら、相互に連携して 

 進める運動です。 

子ども … 学習意欲を高める 

家 庭 … 家庭教育を充実させる 

学 校 … 学校教育を充実させる 

地 域 … 地域社会の教育環境を整える 

行 政 … さまざまな教育条件を整備充実 

      させる  

５者の目標・責任（一例）  
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



運動の特徴② 

◇ 地域が抱える子どもたちの教育課題を地域単位で人々 

 が話し合い、運動の計画を立て、地域の特色を生かして 
 自主的に解決しようとする実践的運動です。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  

◇ 子どもや親の自発的な取組みに加え、多くの大人が子 
 どもたちにかかわり、 
 地域全体で子どもたち 
 をはぐくもうとすると 
 ころに特色があります。 



◇昭和50～60年代  … 青少年の非行や校内暴力が多く起 

          こったこともあり、あいさつ運動や 

          美化運動、体力づくり運動なども取 

          り入れ、「健全育成」や「健康安 

          全」の分野にも広く取り組むように 

          なりました。 

時代の教育課題に取り組んできた運動① 

運動が始まった昭和40年代と現在とでは、社会経済や家庭 

生活の状況が大きく変化しています。運動内容は、その 

時々の子どもたちの置かれている状況や社会情勢を反映し 

て、工夫されてきました。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  

◇運動開始当時 … 主に、「学力向上」をめざし、家庭 

          で勉強机や勉強部屋の確保や、読書 

          の推進運動などに取り組みました。 



時代の教育課題に取り組んできた運動② 

◇現 在 … 子どもたちに生涯学習の基礎を身につけさ 

      せるとともに、いわゆる「生きる力」をバラ 

      ンスよくはぐくむため、地域の特色を生かし 

      たさまざまな体験活動などが取り入れられる 

      など、幅広い運動が行われています。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



時代の教育課題に取り組んできた運動③ 

◇現 在 … 近年、岩手県の子どもたちは、テレビの視聴が 
         多く、家庭学習や家庭における読書時間が短 
         かったことから「家庭学習の充実」と「読書活動 
         の推進」を全県共通 
         課題として提唱し、 
         その成果をあげて 
         います。    
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  

 
          また、平成23年の東日本大震災津波により新 
         たに生じた教育課題の解決のために平成24年度 
         より「復興教育」の観点を追加しました。    
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全県共通課題 
の取組期間 
 （H21～26） 

これまでの取組の成果（平均読書冊数の増加） 

「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



みんなで教振！５か年プラン① 

◇「みんなで教振！５か年プラン」とは 

  平成２７年度から３１年度までの５年間、新たな全県 

 共通課題「情報メディアとの上手な付き合い方」と地域 

 の教育課題の解決に 

 向けて、両者の取り 

 組みをバランス良く 

 推進することを通し 

 て、教育振興運動の 

 基本理念に基づいた 

 運動の一層の活性化 

 を図ろうとするもの 

 です。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



◇ これまでもテレビやゲーム等の情報メディアの使い方につ 

 いては、問題点が指摘され様々な取組を行ってきています 

 が、改めて子どもや大人の情報メディアの使用 

 実態をきちんと把握し、これまで以上に身近な 

 教育課題となっていることを共有するとともに、 

 地域ぐるみで自主的・自立的な取組を進めるこ 

 とが必要です。 

みんなで教振！５か年プラン② 

◇ 急速に普及しつつあるスマートフォン等の情報メディア 

 は、情報の入手やコミュニケーションツールとして非常に便 

 利ですが、一方で、個人情報の流出等により事件や犯罪に巻 

 き込まれる危険性も高まっており、子どもの学力や体力の向 

 上、基本的生活習慣の確立等にも様々な影響を与えることが 

 懸念されています。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



みんなで教振！５か年プラン③ 

◇ また、問題があるからと言って大人側が一方的に規制 
 するのではなく、学びを通じて児童生徒の意識が変わり、 
 自らより良い使い方を考え「情報メディア」と上手に付 
 き合っていける力を育てていくことが重要です。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



みんなで教振！５か年プラン④ 

◇ 同時に、多様な体験・交流活動の機会の創出による地域課 
 題の解決に取り組み、身の回りには情報メディアとは違う楽 
 しく有意義なものがたくさんあることに気づかせるととも 
 に、直接的な体験・交流に 
 よって情報モラルのもとに 
 なる豊かな心を育むことで、 
 情報メディアの上手な使い 
 方にもプラスの効果を波及 
 させることを目指していま 
 す。 
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「教育振興運動」（略して『教振』）とは  



Ⅰ 推進目標  
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  「みんなで教振！５か年プラン」の 

取組の成果を検証・共有するとともに、 

「いわて県民計画2019～2028」及び 

「岩手県教育振興計画」に基づき、 

教育振興運動の発展・拡充を図ります。 

令和元年度「教育振興運動」推進方針 岩手県教育委員会  
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１ 全県共通課題 
     「情報メディアとの 
                 上手な付き合い方」について 

Ⅱ 現状と課題 



Ⅱ 現状と課題 
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「みんなで教振！５か年プラン」 
（平成２７～３１年度） 

両者の取り組みを バランスよく 推進 

全県共通課題 
「情報メディアとの 
  上手な付き合い方」 

地域の教育課題 
「多様な体験、交流 
  活動等」 

運動の一層の活性化を図る 



Ⅱ 現状と課題 
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Ⅱ 現状と課題 
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H30教育振興運動推進状況調査 

全県共通課題 
「情報メディアとの上手な付き合い方」 

令和元年度「教育振興運動」推進方針 



Ⅱ 現状と課題 
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昨年度県内各地域で取り組まれた事例（一部抜粋） 

全県共通課題 
「情報メディアとの上手な付き合い方」 

H30教育振興運動推進状況調査 

○ 小中学生による「話し合い」→「ルール作り」→「ポスター作成」 

○ 各学級での「話し合い」→各家庭での「実践」 

○ 「アンケート」→学校・家庭での「話し合い」→「ルール作成」 

○ 小学校・中学校が連携した「ノーメディア等の取り組み」 

○ 親子で参加する「研修会」「講演会」 



Ⅱ 現状と課題 
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H30教育振興運動推進状況調査 

全県共通課題 
「情報メディアとの上手な付き合い方」 

取組状況の評価 

情報メディアの取組が県内各地域で着実に推進 



Ⅱ 現状と課題 
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 ○ 読書運動やあいさつ運動 
 ○ 花いっぱい運動 
 ○ クリーン作戦 
 ○ 自然体験活動 
 ○ ボランティア活動 
 ○ 郷土芸能の伝承活動 
 ○ 世代間交流 
 ○ スポーツ・文化活動 
 ○ 中高生の社会参加活動   など 

地域の教育課題 
「多様な体験、交流活動等」 

一実践区あたり 

平均８．４５件の 
主題に取り組んでいる 

H30教育振興運動推進状況調査 



Ⅱ 現状と課題 
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地域の教育課題 
「多様な体験、交流活動等」 

全県共通課題と地域の教育課題の取組のバランス（H30） 

H30教育振興運動推進状況調査 

５か年プランの趣旨が県内各地域に浸透 



Ⅱ 現状と課題 
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H30教育振興運動推進状況調査 

全県共通課題 
「情報メディアとの上手な付き合い方」 

取組状況の評価 

取組状況については一定の高まりが見られるものの、その成果
について十分に確認・共有されていない（明らかになっていない） 

取組の成果の評価 



Ⅱ 現状と課題 
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質問紙調査 

令和元年度「教育振興運動」推進方針 
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Ⅱ 現状と課題 
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1日1時間以上、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、イン
ターネットをしている県内の小学校6年生及び中学校３年生の割合 

（％）  

全国学力・ 
学習状況調査 
質問紙調査 

令和元年度「教育振興運動」推進方針 



Ⅱ 現状と課題 
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平日（月～金曜日）、1日に３時間以上、テレビやDVD、ゲーム機、

スマートフォン、パソコンなどの画面を見ている小学校５年生及び
中学校２年生の割合（％）  

H30全国体力・運動能力、運動習慣等調査 



全県共通課題 
「情報メディアとの 
  上手な付き合い方」 

地域の教育課題 
「多様な体験、交流 
  活動等」 

Ⅱ 現状と課題 
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取組状況については一定の高まりが見られるものの、
その成果について十分に確認・共有されていない（明ら
かになっていない） 

のみならず 

教育振興運動の取組全般にあてはまる
長年の課題 

においても、同様の傾向 



Ⅱ 現状と課題 
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２「地域と学校の連携・協働の体制」 
  について 



市町村の推進協議会・実践区 

◇ 多くの市町村に運動推進のための協議会が設置され、 

 さらに実践を進める地区（以後「実践区」）ごとに目標 

 を立て運動を進めています。 

 実践区は、小中学校や公民 

 館、自治会など、各市町村 

 の進めやすい単位で作られ 

 ており、３０年度現在、県 

 全体で５００の実践区があ 

 ります。 
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Ⅱ 現状と課題 



Ⅱ 現状と課題 
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実践区の枠組みの割合（H30） 

事務局の設置場所の割合（H30） 



Ⅱ 現状と課題 
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「推進体制に関する課題や悩み」について 

県内の約８割の市町村・地区
が、推進体制に関して何らかの
課題や悩みを抱えています。 

H30教育振興運動推進状況調査 



平成30年度の「重点的取組」 
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３ 「適切（一部に負担が偏らない）で効果的な連携・ 
 協働」に留意しながら、地域の実状に応じ、持続的 
 なしくみを意識した組織や活動のあり方等の見直し 
 や検討を進める。 

Ⅱ 現状と課題 

推進体制に関する課題や悩み 



13.9% 

52.8% 

33.3% 
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Ⅱ 現状と課題 

「組織や活動のあり方等の見直しや検討」                  に係る取組状況(H30) 

H30教育振興運動推進状況調査 

「課題感の有無」と「見直しや検討の進捗状況」につい
て、大きな相関は見られません。 

推進体制に関して何らかの課題や悩みを
抱えている市町村・地区に限定 

全市町村・地区 
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Ⅱ 現状と課題 

多くの市町村・地区が推進体制について何らかの課題
や悩みを抱えているにも関わらず、具体的な見直しや
検討を進めていない（進められない） 

教育振興運動の体制を、地域や学校の実状に応じ 
今後どのように活用していくのか 

考え方を整理し、具体的に検討 

「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」の推進も踏まえ 

喫緊の課題 



Ⅲ 重点的取組 
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１    全県共通課題「情報メディアとの上手な付き合い方」 
   の取組について、５年間の取組の成果を検証・共有す 
   るとともに、2020年度以降の取組の方向性を明らかに 
   する。 

２    組織的・持続的な推進体制の整備を目指し、推進 
   組織や実践区のあり方、より広く地域住民が参画する 
   しくみ等のための見直しや検討を進める。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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１ ［Ⅲ－１ 全県共通課題］ に関すること 

⑴ 「成果が十分に確認・共有されてない要因」として 
       考えられること 

ア 取組そのものが目的となっており、課題解決の視点が 
   薄い。 

イ 取組により目指す成果（目指す子どもの姿）が明確に 
   されていない。 

ウ 関係者による目標の共有が十分に行われていない。 

エ 実態把握が十分に行われていない。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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⑵ 期待される取組（改善策） 

ア ＰＤＣＡサイクルのプロセスに基づき、課題解決を図る取組 
   を展開する。 

・ メディアの利用実態に基づき、課題を解決するための 
  活動計画を立案する。 

・ 子ども自身がメディアの利用について主体的に考え 
  実践する活動を展開する。 

・ 活動後には、事前に設定した「目指す成果」に基づき 
  「評価」を行う。 

・ 「集約集会」等の実施や「報告書等の作成」に際しては、 
  「活動内容」に加え、「課題解決を図るためのプロセス」を 
  関係者間で共有できる構成とする。 

・ 評価を関係者全体で共有するとともに、次年度の取組を 
  構想する。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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⑵ 期待される取組（改善策） 

ア ＰＤＣＡサイクルのプロセスに基づき、課題解決を図る取組 
   を展開する。 

【PDCAサイクルに沿った計画書様式】（参考例） 
「平成30年度 教育振興運動推進方針」に記載 

各市町村・実践区で 
ぜひご活用ください。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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イ 目指す成果（目指す子どもの姿）を明らかにし、関係者全体 
   で共有する。 

・ 可能な限り指標（目標値）を設定し、評価方法について  
  も事前に見通しをつけておく。 

・ 検証方法として、学校のまなびフェストを活用することも 
  考えられる。 

⑵ 期待される取組（改善策） 

ウ 「話し合いの場の設定」や「各種広報紙の活用」などにより、 
   目標の共有を図る。   

エ メディアの利用実態やルールの順守状況を定期的に調査・ 
   集約する。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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２ ［Ⅲ－２ 推進体制の整備］ に関すること 

⑴ 「推進体制の見直しや検討を進められない要因」 
    として考えられること 

ア 地域全体の活動とするための手立てが分からない。 

イ 適切な組織構成がどのようなものか、判断が難しい。 

ウ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進を 
    踏まえ、教育振興運動の体制をどのように活用していくか、 
    考え方の整理が難しい。 

エ 推進体制の見直しや検討を進めるマンパワーが足りない。 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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ア 他市町村の先進的な取組を参考にし、取組や見直し・検討 
   を進める。 

・ 人材の確保に向けて、子どもたちとふれ合う楽しさを 
   感じてもらうなど、活動に興味・関心をもってもらうこと 
   から進める取組 等 

・ 組織的・持続的に推進できる体制を目指し、教育振興 
   運動の組織を再構築している県内自治体の取組  等 

⑵ 期待される取組（改善策） 



Ⅳ 課題解決を図るための取組の方向性（改善策の例） 
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イ 県教育委員会との連携・協働により、取組や見直し・検討を 
   進める。 

・ 制度に関する説明や、先進的な取組に関する情報 
  提供等、市町村のニーズに応じた支援を行います。 

・ 各教育事務所が実施する「教育振興運動地域活性化  
  推進事業」により、教育事務所社会教育主事が各市町村   
  を訪問し、推進体制の整備に係る 
  継続的な支援を行います。 

⑵ 期待される取組（改善策） 
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岩手県教育委員会 
  令和元年度「教育振興運動」推進事業（一部抜粋） 



令和元年度「教育振興運動」推進方針 岩手県教育委員会  
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各市町村・実践区で 

ぜひご活用くださ
い。 

持続的な仕組みや活動として 
   さらに充実させていきましょう！ 



☆教育振興運動イメージソング「Hand In Hand」 
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  教育振興運動イメージソング「Hand In Hand」は、「地域の絆、
人と人とのつながり」を大切にし、地域ぐるみで子どもを育む環境を
つくっていく旗印として、平成23年度に岩手県が作成しました。 

（歌詞は県内の小学生・中学生、地域の皆さんから公募）  



☆教育振興運動関係の資料はこちらから 
岩手県生涯学習情報提供システム 

「まなびネットいわて」 
http://www2.pref.iwate.jp/~hp1595/ 
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